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目
　
次

　
定
期
総
会
等
に
ご
臨
席
賜
り
ま

す
海
津
市
長
松
永
清
彦
様
の
祝
辞

の
文
言
の
中
に
、
会
員
へ
の
激
励

の
言
葉
と
共
に
、
必
ず
会
員
の
誠

実
な
就
労
ぶ
り
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
ま
す
▲
会
員
の
誠
実
な
就
労
は

セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
の
必
須
条

件
の
中
の
重
要
な
点
と
と
ら
え
て

み
え
る
と
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
▲
職
務
を
、
誠
実
に
果
た
す

こ
と
に
つ
い
て
、
事
務
局
職
員
も

含
め
て
、
会
員
一
同
初
心
に
か
え

っ
て
今
一
度
考
え
て
み
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
▲
生
働
一
如
（
私
造
語
）

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
生
き

る
と
い
う
こ
と
は
働
く
こ
と
と
一

如
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
▲
働
く

姿
は
様
々
で
す
。
体
を
動
か
し
て

な
に
か
を
す
る
こ
と
。
知
力
を
活

か
し
て
社
会
等
に
貢
献
す
る
こ
と
等
、

様
々
な
姿
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
▲
会
員
一
人
一
人
が
、

そ
の
個
性
を
活
か
し
、
働
く
中
で

楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら
。

（
編
集
副
委
員
長
　
鈴
木
忠
雄
）

総
会
開
催

平
成
十
九
年
度

平
成
二
十
年
度

事
業
報
告

セ
ン
タ
ー
の
あ
ゆ
み

発
注
者
か
ら
の
声

　
△�

ム
ネ
カ
タ(

株)

　
△�

日
本
特
殊
硝
子(

株)

　
△�

石
原
良
美
さ
ん

会
員
の
声

　
△�

地
域
班
長
　
安
達
芳
明

　
△�

会
員
　
　
　
金
森
し
げ
子

　
△�

会
員
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島
雅
子

　
△�

安
全
・
適
正
就
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委
員
長
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古

活
動
状
況
（
写
真
）
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適
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就
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委
員
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全
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会
員
募
集

編
集
後
記
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（社）海津市シルバー人材センター

自主・自立・共働・共助

シルバー人材センターの仕組みシルバー人材センターの仕組み

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年

齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
一
般
家
庭
・

企
業
・
公
共
団
体
か
ら
引
き
受
け
、
会

員
に
提
供
す
る
公
益
法
人
で
す
。

　
就
業
や
収
入
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
員
は
各
自
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た

働
き
方
が
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

そ
の
就
業
の
実
績
に
よ
り
配
分
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
六
〇
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

・
年
会
費
　
一
、
０
０
０
円

・
筆
記
用
具

・
配
分
金
振
り
込
み
の
た
め
の
通
帳
番

号
（
通
帳
の
印
鑑
）
を
持
参
の
上
、
事

務
局
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

事
務
局
　
海
津
市
平
田
町
仏
師
川
四
八
三

　
　
　
　
や
す
ら
ぎ
会
館
内
　
２
階

　
　
　
　
電
　
話
　
０
５
８
４
―
６
５
―
０
４
６
８

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
８
４
―
６
６
―
５
１
５
１

会
員
募
集
中

☆
会
員
に
な
る
た
め
の
条
件
は

☆
入
会
手
続
き

発注者

シルバー

人材センター

一般家庭

企　　業

公共団体

（仕事の請負・委託）

会　員

市内在住で働

く意欲のある

人　　　　　

仕事に従事

仕事の依頼 仕事の提供

希望する職種の登録

配分金の支払

請求書送付

代金の支払
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平
成
十
九
年
度
第
二
回
通
常
総

会
を
本
年
三
月
十
八
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
総
会
は
、
事
務
局
長
の
進
行
の

も
と
理
事
大
杉
正
の
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
理
事
長
安
立
敏
行

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
海
津
市
長
松

永
清
彦
様
、
海
津
市
議
会
議
長
近

藤
輝
明
様
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
そ

の
後
、
議
長
に
会
員
鈴
木
忠
雄
氏

を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度

収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
二
議
案
は
い
ず
れ
も

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
海
津
警
察
署
交

通
課
交
通
総
務
係
長
安
藤
隆
彦
様

か
ら
、
交
通
安
全
関
係
の
六
月
か

ら
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
等
を
聞
き
、

大
杉
理
事
の
閉
会
の
宣
言
に
よ
り
、

総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
第
一
回
通
常
総

会
を
本
年
五
月
二
十
八
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

一
、
各
種
事
業
の
受
託

　
海
津
市
を
は
じ
め
、
企
業
、
一

般
家
庭
か
ら
の
発
注
件
数
も(

表
２)

の
と
お
り
増
加
し
、
前
年
を
上
回

る
契
約
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
種
別
の
配
分
金
額
の
内
訳
は(

表

１)

の
と
お
り
で
す
。

一
、
普
及
啓
発
事
業

　
市
内
全
戸
に
広
報
誌
「
い
き
が
い
」

を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞

折
り
込
み
ち
ら
し
と
し
て
「
シ
ル

バ
ー
人
材
ご
案
内
」
を
配
布
し
ま

し
た
。

一
、
就
業
機
会
開
拓
提
供
事
業

　
よ
り
多
く
の
会
員
さ
ん
に
就
業

機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
規

事
業
の
開
拓
お
よ
び
就
業
率
の
向

上
に
力
を
い
れ
ま
し
た
。

一
、
安
全
対
策
事
業

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
規

定
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

一
、
組
織
の
整
備

　
地
域
班
、
職
群
班
の
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

一
、
会
員
福
利
厚
生
事
業

　
会
員
の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
一
日
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
近
江
牛
す
き
や
き
と
八
幡
散
策

・
伊
勢
神
宮
参
拝
と
相
差
グ
ル
メ

　
平
成
十
七
年
四
月
に
海
津
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し

て
以
来
、
数
多
く
の
発
注
を
頂
き
、

ま
た
、
会
員
の
努
力
も
あ
っ
て
年
々

着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

就
業
機
会
を
確
保
し
乍
ら
一
人
一

人
が
、
生
き
が
い
を
充
実
し
、
能

力
を
発
揮
し
て
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
団
体
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
は
、
事
務
局
長
の
進
行
の

も
と
副
理
事
長
森
川
昇
の
開
会
の

こ
と
ば
に
始
ま
り
、
理
事
長
安
立

敏
行
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
県
議
会

議
員
森
正
弘
様
、
海
津
市
長
松
永

清
彦
様
、
市
議
会
議
長
代
理
文
教

福
祉
委
員
長
森
昇
様
か
ら
祝
辞
を

頂
き
、
そ
の
後
、
議
長
に
会
員
鈴

木
忠
雄
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
第
二
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

　
第
三
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
三
議
案
は
い
ず
れ
も

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
岐
阜
社
会
保
険

事
務
局
年
金
課
加
納
様
か
ら
、
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
の
お

願
い
の
話
を
聞
き
、
そ
の
後
理
事

長
か
ら
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、

地
区
安
全
対
策
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
、
副
理
事
長
の
閉
会
の
宣
言

に
よ
り
、
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
以
上
が
総
会
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

☆
安
全
・
適
正
就
業
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
河
合
政
一
　
　
樋
口
武
比
古

　
岡
本
敏
孝
　
　
瀬
古
幸
衛

　
伊
藤
洋
幸
　
　
戸
谷
弘
志

☆
地
区
安
全
対
策
員
は
次
の
方
々

で
す
。
（
敬
称
略
）

　
森
川
家
光
　
　
佐
藤
克
己

海津市老連理事研修会

総　　会事業報告

理事長より委嘱状の交付を受ける会員

総会の様子

平
成
十
九
年
度
第
二
回
総
会

平
成
二
十
年
度
第
一
回
総
会

平
成
十
九
年
度
（
第
二
回
総
会
）

平
成
二
十
年
度
（
第
一
回
総
会
）

総
会
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
あ
ゆ
み

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
あ
ゆ
み

数
字
で
見
る

事
　
業
　
報
　
告

事
　
業
　
報
　
告

平
成
十
九
年
度

市 

長

（表１）職種別配分金額

（表２）数字で見るシルバー人材センターのあゆみ

受託事業額（年度別推移）

職　種

技　　能

一般作業

サービス

全　体

技　術

事　務

管　理

折衝・外交

配分金(円) 割合％ 備考

運転

剪定・襖張り

図書整理等

庁舎管理等

広報誌配布等

工場内作業等

剪定等

その他(プラスチック加工等)

草刈り

草取り

屋内清掃

屋外清掃

その他

学童保育

その他

5.9

7.6

10.1

0.4

13.1

0.8

7.6

3.2

10.6

2.9

26.9

10.1

0.8

100.0

14,260,601

18,405,050

24,282,219

942,150

31,502,600

1,987,830

18,305,200

7,664,950

25,455,075

6,950,550

64,791,812

24,282,800

1,833,000

240,663,837

17年度

18年度

19年度

305

311

332

255

274

279

560

585

611

1,013

1,003

222

1,131

1,306

587 0 237

2,144

2,309

1,046

125,951

130,026

131,689

104,243

114,427

128,699

230,194

244,453

260,388

213,869

225,710

240,663

459

474

501

50,556

53,315

58,294

（注）平成19年度の受注件数は、年間契約は1件として計上。

会員数（人）

女性 合計 公共 合計 公共 民間 合計
家庭・
個人
独自

民間

以外
男性

受注件数（件） 契約金額（千円）

配分金
（千円）

就業実
人数
（累計）

就業延
べ人数

300,000�

250,000�

200,000�

150,000�

100,000�

50,000�

0

（千円）

17年度 18年度 19年度

民間

公共
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平
成
十
九
年
度
第
二
回
通
常
総

会
を
本
年
三
月
十
八
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
総
会
は
、
事
務
局
長
の
進
行
の

も
と
理
事
大
杉
正
の
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
理
事
長
安
立
敏
行

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
海
津
市
長
松

永
清
彦
様
、
海
津
市
議
会
議
長
近

藤
輝
明
様
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
そ

の
後
、
議
長
に
会
員
鈴
木
忠
雄
氏

を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度

収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
二
議
案
は
い
ず
れ
も

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
海
津
警
察
署
交

通
課
交
通
総
務
係
長
安
藤
隆
彦
様

か
ら
、
交
通
安
全
関
係
の
六
月
か

ら
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
等
を
聞
き
、

大
杉
理
事
の
閉
会
の
宣
言
に
よ
り
、

総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
第
一
回
通
常
総

会
を
本
年
五
月
二
十
八
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

一
、
各
種
事
業
の
受
託

　
海
津
市
を
は
じ
め
、
企
業
、
一

般
家
庭
か
ら
の
発
注
件
数
も(

表
２)

の
と
お
り
増
加
し
、
前
年
を
上
回

る
契
約
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
種
別
の
配
分
金
額
の
内
訳
は(
表

１)

の
と
お
り
で
す
。

一
、
普
及
啓
発
事
業

　
市
内
全
戸
に
広
報
誌
「
い
き
が
い
」

を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞

折
り
込
み
ち
ら
し
と
し
て
「
シ
ル

バ
ー
人
材
ご
案
内
」
を
配
布
し
ま

し
た
。

一
、
就
業
機
会
開
拓
提
供
事
業

　
よ
り
多
く
の
会
員
さ
ん
に
就
業

機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
規

事
業
の
開
拓
お
よ
び
就
業
率
の
向

上
に
力
を
い
れ
ま
し
た
。

一
、
安
全
対
策
事
業

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
規

定
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

一
、
組
織
の
整
備

　
地
域
班
、
職
群
班
の
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

一
、
会
員
福
利
厚
生
事
業

　
会
員
の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
一
日
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
近
江
牛
す
き
や
き
と
八
幡
散
策

・
伊
勢
神
宮
参
拝
と
相
差
グ
ル
メ

　
平
成
十
七
年
四
月
に
海
津
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し

て
以
来
、
数
多
く
の
発
注
を
頂
き
、

ま
た
、
会
員
の
努
力
も
あ
っ
て
年
々

着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
会
員
が

就
業
機
会
を
確
保
し
乍
ら
一
人
一

人
が
、
生
き
が
い
を
充
実
し
、
能

力
を
発
揮
し
て
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
団
体
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
は
、
事
務
局
長
の
進
行
の

も
と
副
理
事
長
森
川
昇
の
開
会
の

こ
と
ば
に
始
ま
り
、
理
事
長
安
立

敏
行
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
県
議
会

議
員
森
正
弘
様
、
海
津
市
長
松
永

清
彦
様
、
市
議
会
議
長
代
理
文
教

福
祉
委
員
長
森
昇
様
か
ら
祝
辞
を

頂
き
、
そ
の
後
、
議
長
に
会
員
鈴

木
忠
雄
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
第
二
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

　
第
三
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度

決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
三
議
案
は
い
ず
れ
も

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
岐
阜
社
会
保
険

事
務
局
年
金
課
加
納
様
か
ら
、
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
の
お

願
い
の
話
を
聞
き
、
そ
の
後
理
事

長
か
ら
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、

地
区
安
全
対
策
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
、
副
理
事
長
の
閉
会
の
宣
言

に
よ
り
、
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
以
上
が
総
会
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

☆
安
全
・
適
正
就
業
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
河
合
政
一
　
　
樋
口
武
比
古

　
岡
本
敏
孝
　
　
瀬
古
幸
衛

　
伊
藤
洋
幸
　
　
戸
谷
弘
志

☆
地
区
安
全
対
策
員
は
次
の
方
々

で
す
。
（
敬
称
略
）

　
森
川
家
光
　
　
佐
藤
克
己
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回
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度
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総
会
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会
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シ
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ゆ
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シ
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ー
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数
字
で
見
る

事
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事
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成
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九
年
度

市 

長

（表１）職種別配分金額

（表２）数字で見るシルバー人材センターのあゆみ

受託事業額（年度別推移）

職　種

技　　能

一般作業

サービス

全　体

技　術

事　務

管　理

折衝・外交

配分金(円) 割合％ 備考

運転

剪定・襖張り

図書整理等

庁舎管理等

広報誌配布等

工場内作業等

剪定等

その他(プラスチック加工等)

草刈り

草取り

屋内清掃

屋外清掃

その他

学童保育

その他

5.9

7.6

10.1

0.4

13.1

0.8

7.6

3.2

10.6

2.9

26.9

10.1

0.8

100.0

14,260,601

18,405,050

24,282,219

942,150

31,502,600

1,987,830

18,305,200

7,664,950

25,455,075

6,950,550

64,791,812

24,282,800

1,833,000

240,663,837

17年度

18年度

19年度

305

311

332

255

274

279

560

585

611

1,013

1,003

222

1,131

1,306

587 0 237

2,144

2,309

1,046

125,951

130,026

131,689

104,243

114,427

128,699

230,194

244,453

260,388

213,869

225,710

240,663

459

474

501

50,556

53,315

58,294

（注）平成19年度の受注件数は、年間契約は1件として計上。

会員数（人）

女性 合計 公共 合計 公共 民間 合計
家庭・
個人
独自

民間

以外
男性

受注件数（件） 契約金額（千円）

配分金
（千円）

就業実
人数
（累計）

就業延
べ人数

300,000�

250,000�

200,000�

150,000�

100,000�

50,000�

0

（千円）

17年度 18年度 19年度

民間

公共
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発注者の声

委員長に
　　　就任して

会 員

の 声

会 員 の 声

先般第１回、安全・適正就

業委員会がひらかれ、その責任者に就くこ

とになりました。

　私にとっては大任ではありますが皆様方

のご協力をいただき乍ら職務を進めて行き

たいと思っていますのでどうかよろしくお

願いします。又、この席に県連の永井指導

員にご臨席いただき具体的な活動について

の説明を受け、安全パトロールにも立ち会

っていただきました。この席上「年を重ね

ていることを念頭に置き作業するように」

といわれました。これは我々にとって最も

大切な事であり、忘れてならない言葉であ

ると思いました。

　作業には危険がつきものです。皆様方に

はこの言葉を念頭に仕事を進めていただき

ますようお願い致します。

今年４月エコドームがオー

プンしました。シルバーに入会の皆様、ご

存知でしょうか。資源持込分別ステーショ

ンとして、一般の家庭から出されるビン、缶、

ペットボトル、新聞紙などの資源ゴミの回

収を行う施設です。この施設に私はご縁を

頂く事ができました。ゴミ問題は私達の日

常生活にかかわる最も身近な環境問題とと

らえて仕事をさせて貰っています。

　地球の温暖化問題の解決が喫緊の課題で

ある今、市民一人一人の意識改革が求めら

れています。

　私達の地球を守るため、「私一人でもで

きる事からはじめよう。」との息込みで頑

張っています。皆さん是非お出掛け下さい。

5 4

暑い朝、サッカー練習のち

びっ子が元気よく「おはよう」と挨拶をし

て藤棚の下へと集まってくる。指導者の「集

合」の合図でグランドへ飛び出し、ボール

を追う姿。私もグランドゴルフをする時、

あの元気さ、勢いを思い出し、練習に励む

力をいただいています。子ども達とはほん

の小さなふれあいですが、笑顔と優しさが

なくてはと思い知らされました。ふれあい

と真心の大切さが何より肝心と気づかせて

いただきました。

　グランド管理という仕事の中でいただい

た「元気・ふれあいの心」を大切にしながら、

楽しい環境づくりに、これからも頑張

りたいと思います。

　
当
社
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
成
形
、
組

立
の
生
産
工
場
で
す
。
３
年
程
前
か
ら
、
シ
ル

バ
ー
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
製
品
梱
包
材
の

管
理
と
工
場
内
の
環
境
整
備
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
実
直
な
態
度
を
、
手
本
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
又
工
場
周
辺
の
草
刈
、
剪
定
に
も
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
熟
練
の
技
の
お
陰
で
、
グ

リ
ー
ン
地
帯
も
活
き
活
き
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
　
今
後
も
、
良
い
環
境
、
良
い
職
場
づ
く
り
の

た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ム
ネ
カ
タ
㈱
岐
阜
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

館 

長

石
　
原
　
妙
　
子

統
括
本
部

業
務
部
工
務
グ
ル
ー
プ

環
境
整
備
の
担
い
手

日
本
特
殊
硝
子
株
式
会
社

橋
　
本
　
良
　
博

工
場
緑
地
の
整
備
作
業

海
津
町
内
記

石
　
原
　
良
　
美

庭
の
剪
定
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
当
工
場
に
は
、
五
十
本
以
上
の
桜
の
木
が
植

え
て
あ
り
ま
す
。
毎
年
四
月
に
は
満
開
に
な
り

社
員
は
も
ち
ろ
ん
道
行
く
人
々
の
心
を
も
癒
し

て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
桜
の
木
を
大
切
に
育
て
て
管
理
し
て
い

く
う
え
で
無
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
シ
ル
バ
ー

人
材
会
員
の
方
々
で
す
。
桜
の
木
の
他
に
も
植

木
が
あ
り
、
そ
の
害
虫
駆
除
、
剪
定
等
を
お
願

い
し
て
本
当
に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
芝

生
の
除
草
の
時
期
が
近
く
な
る
と
ご
依
頼
す
る

前
に
お
電
話
を
頂
き
、
い
つ
も
気
に
掛
け
て
頂

い
て
い
る
安
心
感
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
間
暮
ら
し
の
都
会
生
活
で
、
い
つ
も
広
い

庭
、
広
い
天
井
の
あ
る
部
屋
に
憧
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
海
津
に
住
ん
で
そ
れ
が
実
現
し
て
み

る
と
、
そ
の
維
持
、
管
理
が
大
変
な
の
に
些
か

驚
き
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
も
良
い
か
と
、
休
日

に
は
せ
っ
せ
と
自
己
流
で
、
剪
定
や
、
虫
退
治

を
や
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
樹
木
が
多
く
て

私
だ
け
の
手
に
負
え
ま
せ
ん
。

　
詩
吟
教
室
の
先
輩
が
シ
ル
バ
ー
の
剪
定
班
に

み
え
て
、
時
期
に
な
る
と
声
を
掛
け
て
下
さ
る

の
で
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
な
の
で
、

手
際
よ
く
、
年
々
上
達
さ
れ
て
、
安
心
し
て
、

お
任
せ
し
て
お
り
ま
す
。

感謝で一杯
　　 毎日充実感

今尾地域班

金森しげ子

元気をもらって

田鶴地域班

安達　芳明

安全・適正就業委員長

樋口武比古

できることから
　　　はじめます

高須町内１地域班

中島　雅子

　今尾の学童保育が始まる

と同時にシルバーに入会させて頂き、子育

てに挑戦することになりました。

　児童はふれあいセンターに来て、すぐ宿

題するよう机に向かいます。このリズムが

習慣になることを願っております。遊びは

仲間作りでルールを覚えます。時にはトラ

ブルになる事があるので、話し合いをします。

事故がないよう目配りし、気が抜けない日々

が続きます。児童と共にゲーム、折り紙、

ぬりえ等をし、話を聞かせてくれ、気持ち

も若返り笑顔がこぼれます。

　学童保育には週２～３回関わり、ボラン

ティア、趣味を組み合わせながら無理なく

楽しんでいます。こんな毎日に充実感があ

り感謝で一杯です。
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シ
ル
バ
ー

人
材
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員
の
方
々
で
す
。
桜
の
木
の
他
に
も
植

木
が
あ
り
、
そ
の
害
虫
駆
除
、
剪
定
等
を
お
願
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な
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頂

い
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い
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安
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と
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感
謝
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気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
間
暮
ら
し
の
都
会
生
活
で
、
い
つ
も
広
い

庭
、
広
い
天
井
の
あ
る
部
屋
に
憧
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
海
津
に
住
ん
で
そ
れ
が
実
現
し
て
み

る
と
、
そ
の
維
持
、
管
理
が
大
変
な
の
に
些
か

驚
き
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
も
良
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か
と
、
休
日

に
は
せ
っ
せ
と
自
己
流
で
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剪
定
や
、
虫
退
治

を
や
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
樹
木
が
多
く
て

私
だ
け
の
手
に
負
え
ま
せ
ん
。

　
詩
吟
教
室
の
先
輩
が
シ
ル
バ
ー
の
剪
定
班
に

み
え
て
、
時
期
に
な
る
と
声
を
掛
け
て
下
さ
る

の
で
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
な
の
で
、

手
際
よ
く
、
年
々
上
達
さ
れ
て
、
安
心
し
て
、

お
任
せ
し
て
お
り
ま
す
。

感謝で一杯
　　 毎日充実感

今尾地域班

金森しげ子

元気をもらって

田鶴地域班

安達　芳明

安全・適正就業委員長

樋口武比古

できることから
　　　はじめます

高須町内１地域班

中島　雅子

　今尾の学童保育が始まる

と同時にシルバーに入会させて頂き、子育

てに挑戦することになりました。

　児童はふれあいセンターに来て、すぐ宿

題するよう机に向かいます。このリズムが

習慣になることを願っております。遊びは

仲間作りでルールを覚えます。時にはトラ

ブルになる事があるので、話し合いをします。

事故がないよう目配りし、気が抜けない日々

が続きます。児童と共にゲーム、折り紙、

ぬりえ等をし、話を聞かせてくれ、気持ち

も若返り笑顔がこぼれます。

　学童保育には週２～３回関わり、ボラン

ティア、趣味を組み合わせながら無理なく

楽しんでいます。こんな毎日に充実感があ

り感謝で一杯です。



海津市老連理事研修会

活 動 報 告活 動 報 告

※事故件数　　平成１９年度　１１件、平成２０年度４～６月　３件
上記主な事故内容（転倒 ６件、転落 １件、その他 ７件）

海津図書館植栽の剪定

作業する会員と安全パトロールする会員
高須学童打ち合わせ

安全・適正就業委員会 石亀前川池周辺草取り

はつらつで床清掃

活 動 状 況

　
五
月
の
総
会
の
折
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
安
全
適
正
就
業
委
員
会
（
第

一
回
）
が
去
る
七
月
十
一
日
に
や

す
ら
ぎ
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
委
員
及
び
地
区
安

全
対
策
員
の
出
席
の
下
、
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
、
委
員
長
・
副
委
員

長
の
互
選
、
事
務
局
の
十
九
年
度

及
び
六
月
ま
で
の
会
員
の
就
業
上

の
事
故
状
況
報
告
、
県
連
合
会
安

全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
の
注

意
事
項
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
早
速
、
市
内
の
パ
ト
ロ

ー
ル
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
出
席
者
が
三

班
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
が
作

業
し
て
い
る
現
場
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
巡
回
後
、
委
員
等
は
会
館
に
戻
り
、

パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
を
報
告
し
、
安

全
就
業
の
研
修
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
安
全
・
適
正
就
業
実
施
計

画
の
策
定
（
委
員
会
の
開
催
計
画
、

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
計
画
、
作
業
別

安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
策
定
、

安
全
記
録
日
誌
の
作
成
）
を
熱
心

に
討
議
し
、
委
員
会
の
開
催
と
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
は
、
二
ヶ
月
に

一
回
行
う
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
基
準
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
次

回
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
連
合
会
永
井
パ
ト

ロ
ー
ル
指
導
員
か
ら
「
安
全
就
業

に
つ
い
て
」
と
「
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
の
結
果
に
つ
い
て
」
の
話
を
聞
き
、

第
一
回
目
の
委
員
会
と
パ
ト
ロ
ー

ル
を
終
え
ま
し
た
。

☆
互
選
さ
れ
た
委
員
長
・
副
委
員

長
は
次
の
方
で
す
。
（
敬
称
略
）

・
委
員
長
　
　
　
樋
口
武
比
古

・
副
委
員
長
　
　
瀬
古
幸
衛

神桐公園つつじ植替
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安
全
・
適
正
就
業
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会

シルバー人材センター　全国統一『安全就業スローガン』シルバー人材センター　全国統一『安全就業スローガン』

気のゆるみ
　　慣れと 油断が　事故のもと
気のゆるみ
　　慣れと 油断が　事故のもと

エコドームでリサイクルの整理
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目
　
次

　
定
期
総
会
等
に
ご
臨
席
賜
り
ま

す
海
津
市
長
松
永
清
彦
様
の
祝
辞

の
文
言
の
中
に
、
会
員
へ
の
激
励

の
言
葉
と
共
に
、
必
ず
会
員
の
誠

実
な
就
労
ぶ
り
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
ま
す
▲
会
員
の
誠
実
な
就
労
は

セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
の
必
須
条

件
の
中
の
重
要
な
点
と
と
ら
え
て

み
え
る
と
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
▲
職
務
を
、
誠
実
に
果
た
す

こ
と
に
つ
い
て
、
事
務
局
職
員
も

含
め
て
、
会
員
一
同
初
心
に
か
え

っ
て
今
一
度
考
え
て
み
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
▲
生
働
一
如
（
私
造
語
）

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
生
き

る
と
い
う
こ
と
は
働
く
こ
と
と
一

如
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
▲
働
く

姿
は
様
々
で
す
。
体
を
動
か
し
て

な
に
か
を
す
る
こ
と
。
知
力
を
活

か
し
て
社
会
等
に
貢
献
す
る
こ
と
等
、

様
々
な
姿
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
▲
会
員
一
人
一
人
が
、

そ
の
個
性
を
活
か
し
、
働
く
中
で

楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら
。

（
編
集
副
委
員
長
　
鈴
木
忠
雄
）

総
会
開
催

平
成
十
九
年
度

平
成
二
十
年
度

事
業
報
告

セ
ン
タ
ー
の
あ
ゆ
み

発
注
者
か
ら
の
声

　
△�

ム
ネ
カ
タ(

株)

　
△�

日
本
特
殊
硝
子(

株)

　
△�

石
原
良
美
さ
ん

会
員
の
声

　
△�

地
域
班
長
　
安
達
芳
明

　
△�

会
員
　
　
　
金
森
し
げ
子

　
△�

会
員
　
　
　
中
島
雅
子

　
△�

安
全
・
適
正
就
業
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　 

樋
口
武
比
古

活
動
状
況
（
写
真
）
　

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
、
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
　

セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み

会
員
募
集

編
集
後
記
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（社）海津市シルバー人材センター

自主・自立・共働・共助

シルバー人材センターの仕組みシルバー人材センターの仕組み

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年

齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
一
般
家
庭
・

企
業
・
公
共
団
体
か
ら
引
き
受
け
、
会

員
に
提
供
す
る
公
益
法
人
で
す
。

　
就
業
や
収
入
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
員
は
各
自
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た

働
き
方
が
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

そ
の
就
業
の
実
績
に
よ
り
配
分
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
六
〇
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

・
年
会
費
　
一
、
０
０
０
円

・
筆
記
用
具

・
配
分
金
振
り
込
み
の
た
め
の
通
帳
番

号
（
通
帳
の
印
鑑
）
を
持
参
の
上
、
事

務
局
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

事
務
局
　
海
津
市
平
田
町
仏
師
川
四
八
三

　
　
　
　
や
す
ら
ぎ
会
館
内
　
２
階

　
　
　
　
電
　
話
　
０
５
８
４
―
６
５
―
０
４
６
８

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
８
４
―
６
６
―
５
１
５
１

会
員
募
集
中

☆
会
員
に
な
る
た
め
の
条
件
は

☆
入
会
手
続
き

発注者

シルバー

人材センター

一般家庭

企　　業

公共団体

（仕事の請負・委託）

会　員

市内在住で働

く意欲のある

人　　　　　

仕事に従事

仕事の依頼 仕事の提供

希望する職種の登録

配分金の支払

請求書送付

代金の支払


